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１．研究計画の概要 
 20世紀の「人間の運動軽減をめざした社会
構築」の弊害として、身体能力・身体感覚・
身体意識が劣化し、結果として生活習慣病や
メタボリック・シンドロームなどが現れた。
特に高齢化社会が問題となっているが、人間
の QOL という観点からは、自力で移動でき
るということが最低限保障されていなけれ
ばならない。それは、脳の高次機能を中心と
した呼吸循環系能力と筋・骨格系能力の維持
と活性化であるが、これらの機能は、通常の
社会生活を過ごすだけでは維持できない社
会となっている。 
 機能不全や器官疾患の対処には、医学系処
置が必要であるが、そこに至る前の不定愁訴
段階において、正常あるいは活発状態にもど
すことは難しくない。これについて、生体情
報収集技術とトータルネットワークシステ
ムによって、健康維持を行うことを、本研究
は目的としている。 
２．研究の進捗状況 
 これまで、統合システムを構成する個々の
生体情報の自動取得システムの構築をめざ
し、日常生活から歩行・ジョギング・ワーク
アウトまで、低強度の運動から高強度の運動
までのエネルギー消費量を推定するシステ
ムを構築した。本年度は、心拍数・身体加速
度・筋電図の中で、最も一般化されていない
筋電図の小型化に取り組んだ。 
 これらのシステムを用いて、遊歩道の常
歩・速歩・ジョギング運動について、身体反
応の効果を評価した。 
３．現在までの達成度 
①当初の計画通りに進んでいる。心拍数・筋
電図などからエネルギー消費量を推定する

システムを構築し、それを実践の場で活用し
ている。 
４．今後の研究の推進方策 
 今後の目標は、さらに実験研究を行い、実
用可能なシステムを構築することである。 
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